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訪問介護における生活援助中心型サービスの多いケアプランの検証について

想定されるケースと支援内容の分類 

介護保険課是正 地域個別ケア会議 包括的継続的ケアマネジメント 

主な支援対象 ケアマネジャー 利用者及びケアマネジャー ケアマネジャー 

想定される原因 ・算定基準の理解不足 
・検討の機会が不足 

・地域資源等の情報量が不足 
・地域資源がない、不足 
・関係者間の連携に課題 

・知識・経験面の課題 
・居住環境による事情 
・関係者間の連携に課題 

想定される 
 

支援内容 

●状況の聞き取り 
 ・プラン以外の情報 
 ・算定の根拠 
 
●算定基準の説明 
 
●再検討を依頼 
 ・算定可能な支援内容 
 ・検討内容の確認 
 
●プラン見直しの促し 
             等 

●事例検討 
 ・状況、問題点の確認 
 ・本人の希望 
 ・必要な支援・役割分担 
 ・利用可能な介護保険サービス 
 ・活用可能な地域資源 
 ・支援方針の検討 
 
●事例研究（推進会議へつなぐ） 
 ・地域課題の抽出 
 ・解決策の検討 
                   等 

●スーパービジョン 
 
 
●必要に応じ同行訪問 
 
 
●担当者会議の参加 
 
 
 
 
                 等 

市地域ケア会議 
での報告方法 件数報告 詳細報告 件数報告 

H31.2.14 

介護保険課是正 地域 
個別ケア会議 

包括的継続的      
ケアマネジメント 

4件 0件 0件 

届出件数と対応内訳の差については、現在対応方法について
協議中のもの。 

 平成30年10月より、訪問介護における生活援助中心型サービスについては、利用者の自立支援・重度化防止や地域資源の有効活用

等の観点から、通常の利用状況からかけ離れた利用回数となっているケアプランについて市町村への届出を義務付け、そのケアプランに
ついて、市町村が地域ケア会議の開催等により検証を行うこととしている。 

 これは、生活援助中心型サービスについては必要以上のサービス提供を招きやすい構造的な課題があるという指摘がある一方で、利
用者において、様々な事情を抱える場合もあることを踏まえて利用者の自立支援にとってより良いサービスとするため、ケアマネジャーの
視点だけでなく、多職種協働による検証を行い、必要に応じて、ケアプランの内容の是正を促すものである。 

 【要介護状態区分に応じて1月あたり以下の回数とする】 

 

 

                                  （平成30年5月10日付老振発0510第1号「厚生労働大臣が定める回数及び訪問介護」の公布について） 

松戸市における訪問介護における生活援助中心型サービスの多いケアプラン事例の取扱い 
該当ケアプランの届出状況 

取扱いの内訳 

届出期間  H30.10.1～H30.12.31 

届出件数  ５件 
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